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   教 育 委 員 会 

 

平成２１年度当初予算のポイント 

 

１ 予算編成にあたっての基本的な考え方 

 
「県民しあわせプラン 第二次戦略計画」及び「三重県教育振興ビジョン 第四次推進

計画」を引き続き推進するため、学校教育の充実やスポーツの振興を中心に、目標の達

成に向けて全力で取り組んでいきます。 

 

（１）学校教育については、少人数教育を着実に推進するとともに、社会のニーズに対応

した教育を実践し、子どもたちの学力・人間力を高めます。特別支援教育についても、

障がいのある子どもたち一人ひとりが能力や可能性を伸ばし将来自立していけるよう、

早期からの一貫した支援体制と学習環境の整備を推進します。 

外国人児童生徒教育の充実や学校非公式サイトにおけるいじめ問題への対応、新型

インフルエンザ対策など、新たな教育課題についても取組を進めます。 

また、「第３３回全国高等学校総合文化祭」を本県で開催し、高校生の文化力を三

重県から発信します。 
  

（２）スポーツについては、誰もが身近にスポーツに親しむことができる環境づくりを進

めるとともに、引き続き競技力の向上に取り組み、国内外で活躍できる選手を育成し

ます。また、「２００９年第２９回世界新体操選手権」が世界の体操界の歴史に残る

大会となるよう、市町、関係団体、ボランティア等と連携して開催します。 

 
 
２ 主な重点項目  

 

（１）（新）次期教育振興ビジョン（仮称）策定事業         予算額 419 千円 

現行の教育振興ビジョンの計画期間が平成２２年度で終了することから、学校教

育を中心とした教育に関する基本的な計画として「次期教育振興ビジョン（仮称）」

の策定に着手します。 

 

（２）少人数教育推進事業【重点事業 元気１】        予算額 1,364,674 千円 

  ①教員の配置拡充（定数 43 人、非常勤 235 人、548,749 千円） 

小中学校において、各学校の実情に応じ、少人数教育などの拡大をはかるため、

教員の配置を拡充（小学校：３０人→３５人、中学校：４人→８人）し、きめ細か

な少人数教育をより一層推進します。 

②小学校１、２年生での３０人学級の継続（定数 122 人、523,502 千円） 

小学校１、２年生での３０人を基準とした学級編制（ただし、下限２５人）を継

続して実施します。 

  ③中学校での３５人学級の弾力的実施（定数 56 人、非常勤 30 人、292,423 千円） 

中学校１年生での３５人を基準とした学級編制（ただし、下限２５人）を引き続

き実施するとともに、各学校の実情に応じて、２年生あるいは３年生に弾力的に振

り替えられる制度を継続します。 
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（３）（新）社会の変化やニーズに的確に対応する教育の推進【重点事業 元気１】 

       予算額 45,727 千円 

    新しい小・中学校学習指導要領では、小学校における外国語教育の充実や中学校

における武道の必修化が盛り込まれており、これらに対応するため具体的な取組を

進めていきます。また、介護・福祉サービスの多様化や高度化、県内の医師不足な

ど、社会のニーズに対応した教育を推進します。 

    ①（新）小学校外国語活動授業実践研修事業                      2,063 千円 

平成２１年度からの新学習指導要領の移行措置実施に伴い、小学校外国語活

動の実践指導力を向上させるための研修を実施します。 

    ②（新）小学校外国語活動の教材の効果的な活用推進事業     8,000 千円 

小学校外国語活動における「英語ノート」等の教材を用いた効果的な指導や

評価のあり方等について実践研究を行います。 

    ③（一部新）地域連携学校スポーツ支援事業【重点事業 元気１】 30,786 千円 

運動部活動の活性化や中学校の保健体育科における武道の必修化に向けた課

題と、生徒のスポーツに関するニーズの多様化に対応するため、地域の指導者

の活用を推進するとともに、指導者の資質向上のための研修会を開催します。

また、学校間や地域との連携による新たな運動部活動の運営方法について検討

を行います。 

    ④（新）医学部進学向上対策支援事業                            1,151 千円 

医学部への進学を希望する生徒を対象とした進学セミナーや、医学に関する

講義、講演会等を開催し、生徒の学力向上をはかるとともに県内の医師不足解

消の一助とします。 

    ⑤（新）高度福祉系人材育成支援事業                            3,727 千円 

近年の介護・福祉サービスの多様化・高度化に伴い、福祉系人材の確保と資

質向上が求められていることから、福祉科等の生徒が将来これらのニーズに対

応できる人材となるよう、老人福祉施設等においてより実践的な介護実習を行

います。 

 

（４）第３３回全国高等学校総合文化祭（三重大会）開催事業    予算額 178,628 千円 

全国及び海外の高校生に芸術文化活動の成果発表の場を提供し、高校生の文化力

を全国に向けて発信する舞台として、「第３３回全国高等学校総合文化祭(三重大

会)」（７月２９日～８月２日）を開催します。 

 

（５）（一部新）新しい高等学校の整備充実            予算額 558,345 千円 

平成２１年４月に開校する「伊賀白鳳高等学校」について、新しい教育課程に沿

って、施設、備品を整備します。 

また、平成２２年４月の宮川高校と相可高校の統合を機に、生徒の多様なニーズ

に対応できる総合高校として一層の魅力化をはかるとともに、地域の活性化に寄与

できる学校となるよう、調査・研究、情報発信、施設整備を行います。 

①伊賀白鳳高校施設整備事業                                  457,887 千円 

②伊賀白鳳高校設備充実事業                                   85,747 千円 

③(新)宮川高校・相可高校の統合に向けた“魅力ある学校づくり”事業  1,761 千円 

④(新)宮川高校・相可高校統合新実習棟建築設計事業             12,950 千円 
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（６）（一部新）特別支援教育における就労・自立支援と施設整備  予算額 343,964 千円 

特別支援学校の生徒が将来自立して社会に参画していけるよう、新しい職業訓練

システムや職業体験活動などを通じて早期から勤労観・職業観を育成し、就業率の

向上をはかります。 

また、特別支援学校における在籍者数の増加、学校施設の狭隘化などの課題に対

応するため、桑員地域の新しい特別支援学校及び杉の子特別支援学校高等部（知的

障がい）の整備を進めます。 

①障がい児者就労・自立支援事業【重点事業 元気１】            5,783 千円 

②(新)特別支援学校職業体験活動支援事業                        2,801 千円 

③桑員地域特別支援学校整備事業                              106,950 千円 

④杉の子特別支援学校高等部（知的障がい）整備事業            185,130 千円 

⑤(新)特別支援学校学習環境等基盤整備事業                     43,300 千円 

 

（７）（一部新）外国人児童生徒教育の充実              予算額 17,094 千円 

① 外国人児童生徒教育支援事業【舞台づくり 絆１】                 15,793 千円 

外国人児童生徒が日本語や学校での生活習慣を身につけられるよう、巡回相談員

１０名を学校へ派遣するとともに、市町が設置する「初期適応指導教室」(日本語の

初期指導等を一定期間集中して行う機関)への支援などに取り組みます。また、進路

ガイダンスを開催し、子どもたちの進学に向けた取組を推進します。 

②（新）外国人児童生徒教育学校間ネットワーク整備事業        1,301 千円 

外国人児童生徒の編・転入学や進学後の指導が適切に行われるよう、三重県と姉

妹提携を結んでいるサンパウロ州の教育局や県内のブラジル人学校等と、学校間で

の指導事項の引継ぎなど、具体的な連携のあり方について調査研究します。 

 

（８）(新)学校非公式サイト対策推進事業             予算額 11,147 千円 

「学校非公式サイト」の検索、監視、削除代行等のサービスを提供している民間企

業と提携して、すべての公立中学校及び高等学校の検索、監視、削除等を行うとと

もに、具体的事案に対する対策会議等を実施して学校への支援を推進します。 

 

（９）（新）教育委員会新型インフルエンザ対策事業【重点事業 くらし１２】 

                                        予算額  － 千円 

（3,670 千円 ※H20 年度 2月補正含みベース） 

新型インフルエンザの予防と感染拡大防止のため、公立小中学校及び県立学校

のすべての児童生徒・保護者への啓発や教職員研修を行います。（リーフレット

の配布：２２万人分） 

 
（10）（一部新）美し国の文化財活用                              予算額 76,212 千円 
  ① 活かそう美し国の文化財事業                    73,880千円 

「美し国三重」の貴重な地域資源である文化財について、市町による文化財を活

かしたまちづくりのマスタープランや所有者、地域住民等による文化財の活用の提

案と、文化財の修復等を対にして認証・支援し、文化財の活用による人づくり・ま

ちづくりを推進します。 

②（新）伊勢路を結ぶ石造物調査事業                  2,332 千円 

熊野古道伊勢路のうち、世界遺産未登録の街道沿線の石造物調査を行い、登録部

分と未登録部分を結ぶことにより地域の歴史的資産の価値を高めます。 
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（11）世界新体操選手権大会開催事業                             予算額 526,155 千円 
「２００９年第２９回世界新体操選手権」（９月８日～１３日）が世界の体操界の

歴史に残る素晴らしい大会となるよう、円滑な競技運営体制、選手等の宿泊・送迎な

どの受入体制を整備するとともに、市町、関係団体、ボランティア等と連携して国際

大会にふさわしい運営を行います。また、この大会を機に三重県及び伊勢志摩地域を

広く内外にＰＲします。 
 

 

 ３ 事業の見直し 
 

厳しい財政状況の中、効果的に施策を推進するため、すべての事業について成果の

確認と検証を行い、目的を達成した事業の廃止、休止やリフォーム、さらには、全般

にわたって経費の節減をはかりました。 
 

 事業本数     事 業 費 
廃止事業   １２本   ▲４７，４０１千円   
休止事業    ０本 ０千円 
リフォーム事業    ２本       ７，０４４千円   

合 計   １４本 ▲４０，３５７千円   
 
 
 
 
 
◆ 緊急経済雇用対策（主なもの） 

 

（１）インターンシップ等受入事業所拡大・充実緊急雇用創出事業 

      当初予算額 6,075 千円 

    中学校、高等学校における職場体験やインターンシップの拡大・充実をはかるた

め、県内事業所の受入等に関する情報を調査集計してデータベース化を行うととも

に、各学校がホームページから閲覧・申込できるシステムを構築します。 

 

（２）埋蔵文化財資料・遺物再整理緊急雇用創出事業       当初予算額 9,322 千円 

    埋蔵文化財資料の公開・活用のため、出土遺物等の再整理、実測、写真撮影を行

い、デジタルデータ化を進めます。 

 

（３）高等学校等修学奨学金の制度改善 

経済的理由により修学が困難な生徒を支援するため、償還期間の延長（修学費：

１０年→１２年、修学支援費：５年→１２年）や返還還猶予事由への「失職」の追

加など、より利用しやすくなるよう制度を改善し、その活用を促進します。 
 




























